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大阪年金者組合

共済部

小さ な掛 金 、
大き な保 障 で
あなたの暮らしを
守ります

１.地震等共済金
★掛金を上げずに制度化します

❶ 地震等により、組合員や組合員の親族が居

住する住宅に５０万円を超える損害があった

場合、損害程度や損害額に応じ１口あたり、

２５０円～7,500円を加入口数に応じて給付

します（４００口限度）。

❷ 上記に該当しない場合、家財に５０万円を

超える損害があった場合、家財の口数に応じ

て１口当たり４５０円を給付します（150口

限度）。

❸ 付属建物は、一部焼懐として扱います。

❹ 空家・貸家は地震等共済金の対象外です。

❺ ２０２３年１月以降の地震等が適用されます。

2. 空家・貸家の取り扱い
★特例（転勤等）を除き加入できなく

なります。

❶ 空家は、管理が十分にできていないことが

多く、正確な査定が行えないこともあるため、

特例を除き、空家になった後の1年間に限り

更新できるとします。2023年1月以降の継

続時から、申込書で契約者にご案内します。

❷ 現在の貸家契約は、アパート経営など「業」

としての物件が多く、組合員の財産を守ると

いう本来の趣旨と異なってしまっているため、

特例を除き貸家契約はなくします。

制度移行期間として、2023年1月以降の

1年間は継続できるとします。契約者の方に

は、継続時に、翌年の継続はできない旨をご

案内します。

※組合員や親族の居住物件を、転勤のため空

家や貸家にする場合は、申立書を提出する

ことで、引き続き加入ができます。

火災共済

２０２３年１月から、地震等共済金の制度化、空家・

貸家の取り扱いの変更などの制度改定が行われます。

現在、改訂版のパンフレット（ご案内）などを全労連

共済で作成中ですが、府本部に届き次第、支部代でお

配りします（完成時期は右下参照）。また、今回の制

度改定は、空家や貸家の取り扱い変更に伴い、継続書

類の内容にも変更があるため、制度についての変更点

と、継続書類の変更点に絞って改定制度説明会が開か

れます。平日の昼間と夜間２回開かれますので、各支

部でもご相談の上、ご参加をお願いします。

日時：10月12日（水）
❶昼の部 13：30～15：00
❷夜の部 18：30～20：00

内容：❶2023年1月施行の制度改定内容
❷継続書類の変更点
❸質疑

※参加申し込みは、10月5日までに、参加
時間帯も記載し、単産・地方共済会から
メールでお願いします（資料は、登録さ
れている単産・地方共済会アドレスにお
送りします）。

❶ご案内（パンフレット）→ 9月下旬

❷実務のてびき→10月上旬

❸規約・規定集→10月中旬

❹共済学校テキスト→10月下旬

❺制度改定内容について→ 配信済み

改定制度説明会（オンライン）

改定関係資材の完成予定
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大雨・豪雨などによる住宅災害について

7月下旬から、全国各地で大雨や豪雨による住宅の浸水など大きな被害が続出しています。

風水害や地震などで組合員の居住する住宅に5万円を超える損害があった場合、給付対象に

なります。

給付申請に必要な書類 ※状況に応じ、他書類をお願いす

る場合があります。

❶給付申請書 ❷住宅災害状況報告書 ❸罹災証明 ❹写真

❺修理見積書（又は領収書で明細の記載があるもの）

版下を支部

機関紙に貼り

付けて、補助金

300０円を

もらおう !

豪 雨台風・強風


